
〔問〕

昭和 47年度 (問題〉

午前の部

1. 下記の夫婦年金の年払営業保険料を求めよ。

①保険料払込期間はn年とし，夫の生存中，毎年払とする。

② 夫の死亡後は妻の生存している間，妻K毎年末年金年額1の年金が支払われる。

③ n年経過後は，夫が生存している時は，夫K毎年始K年金年額1の年金が支払われるD

ここに，新契約費，保険料払込中の維持費は年金年額1vc対しそれぞれ， 0.3， 0.03 で，

集金費は営業保険料の 3%とし，年金開始後の維持費は年金年額1vc対し 0.01とする。

I(舟 1
2. 多重脱退残存表Kおいて瞬間脱退率が μ 一 ( ~ーし 2， 3)で与えられ

X-100~-X 一

ているとき 20歳で加入した者が 60歳まで残存する確率を求めよ。

3. 某生命保険会社はある年度Kおいて，次の諸数値を得た。これKよって損益計算書を完成

し，かつ，利源(死差，費差，解約差，利差)分析を行なえo

年始責任準備金 (v0 ) 110，088，200円

営業保険料 (pl) 29，184，376円

純保険料 (p) 25，251，475円

付加保険料(や) 3，932，901円

利息、・配当金(I ) 8，143，750円

予定利率(i ) 4 % 

保険金(8)(即時払) 3，920，000 fIj 

解約返戻金(w) 1，137，910円

解約時責任準備金(刊'v) 1，315，026円

事業費(H: ) 4，546，288円

年末責任準備金 (v1) 133，844，483円

-93ー



〔問1

午後の部

4. 保険料一時払の養老保険(保険金期末払)K:おいて，死亡率を ~x+t から

~~+t ~x+t ( 1 十~)K:変更するとき，保険料および責任準備金K及ぼす影響を算式K

より述べよ。

5. x歳加入九年満期の養老保険契約の集団が，各年齢の死亡を含む脱退率卸x(=一定)，K:

よって脱退していくものとし，集団全体が人員K関し定常状態K達しているものとするo こ

の集団のみで収支を相等させること Kした場合，新契約費は新契約総保険金額に対しいくら

の率になるか。次の 2つの場合Kついて考えよ。

① 1件あたりの保険金額は全て一定である場合。

② 1件当りの新契約の保険金額は毎年 Tの比率で増加する場合。

ここK:，死亡率，利率，維持費率および集金費率は予定の率どおり推移するものとし，責任

準備金は純保険料式責任準備金を積立て，解約益は 0とする。

6. 某生命保険会社は次の条件の養老保険(保険金期末払)を発売するという。

① この保険の責任準備金K対応する資産は，その全額を他の保険の資産と分離独立して運

用管理するものとするロ

② 保険金額は①の運用実績に対応して変動させるものとする。

@ 契約者は毎年一定額の保険料を払込むものとし，その純保険料率は保険金定額の同種類

の保険の平準純保険料率と等ししかっ，純保険料式責任準備金を積立てるものとする。

いま予定利率を z とし，第 t 保険年度の利回りを ~/t ，保険金額をむ(ただし 80= 1と

する)とするとき 8t K:関する漸化式

8t=!(8t-1， Vtー1) • g (~/t ) 

を求めよo ここに Vt-1は定額養老保険の平準純保険料式責任準備金とする。
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昭和 47年度 (解答〉

午前の部

1. 契約年齢を夫Z歳，妻y歳とする。

純保険料を Pとすると条件①より収入の現価は

pα品 τl ……...・H ・'.(1)

条件②の支出の現価は年金年額1だから

αy一αxy ......・H ・..…(2)

条件③の支出の現価は九年据置の単生命年金だから

叫 |αs ・・・・H ・H ・..…(3)

収支相等の原則Kより (1)= (2)十 (3)

pαx:古 =cαyー αxy)十九|ι

P=tz{(αy -a;z，.y )十九l弘}

求める営業保険料を p'とすると

p' 寸γ{C 1十円P十五五十 β}

d= 0.3， fi= 0.0 3 ， β'= O. 0 1， r = 0.0 3 を代入して

0.3 
p' =一一~~1. 01P+τァ一一十 0.0 3 1 

0.9 7 に αx:す---- J 

2. 瞬間脱退率
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午 後 の部

4. 死亡率の変更Kよる，変更後と変更前との差をムの記号を用いる。

責任準備金の再帰公式より，第 1年度は

p (1 + 7， ) = O'x 十 (1 - O';z:)・IV -・・①

( P十ム P) (1 + 7， ) = O';z:十ムO'x+ (1 -O'xーム O';z:) (1 V十ム IV)……・・・②

変更後の保険料を P'，責任準備金を tv'とす れば ム p= p'-P ，ム tV=tV'-tV

となり②が得られる。

②ー① ム P (1十7，)=ムØ'x ーム ~x (1 V 十ムIV)+ ( 1 -O'x )ムlV

.・.，6P (1 + 7，) =ムO'x ( 1一IVームIV)十九ムlV ・・H ・H ・....・H ・....・H ・..…③

第 2年度は①，②と同様にして

1 V ( 1十7，)= O'x+l + (1 -O';z:+I)・2V -・・④

(IV十ムIV ) (1 + t) = O';z:+ 1十ムO';z:+1 + (1 -O'品・+1ームO'x+l)(2V十ム2V)

-・・・⑤

⑤ー④ ム lV(1十7，)=ムれ+1(1-2Vーム2V )十 九+1ム2V ・H ・....・ H ・-…・⑥

同様Kして第 (t十1)年度は Ct~1 ， 2， ム……， n-1) 

ム tV (1十7， )ムO';z:+t(1 ~ t+1Vーム t+ 1 V) +. p x+ tム t+1 V ・…・・⑦

x-+・1
③× U Zlass ， ⑥ x VV _. • Ox+l ， ⑦ X VVx-rr;ox+t を作ると，

第 1， 2， ・・・・・3 九年度の式は

ム P . DS=ムれ (1- lVーム 1V) V Dx十 Dx+1・ム lV

ム lV.D~+1 ムØ'x+ 1 (1 "'-2Vーム 2V)VDx+1十 D;z:+2・ム2V

ム n-IV・D;z:+晶一・ムO';z:+九一 1(1-nVーム'nV)VDx+n-l十 D;z:+n・ムJ

辺々加えると

九一 1

ム p.Dx = ~ム Ø'3f +t (1-t +1 V ームt+lV)VD;z:+t .cγ ム九V = 0) 
t=O 
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n.:..1 
.ム p=玉 二 ムム九+t(1 -t+lVーム t+1¥1) V D.x+ t 

.i， 九一 1
___ L (1-t+lVー ム t+lWGZ村
D.x ~O 答

次K⑦より t孟 1K対して

ム tV (1+t) ム伊計 t(1-t+lVームt+lV)十 P.x+t・ム t+lV

両辺vcv V 
x+ t ..e x+ t を乗じて tニニT， T+ 1，…， 再ー iを代入して

辺々加えると
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5. (1) Lを新契約件数とすると，x+ t歳の件数は L (1ー ω
.x) 
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d 

新契約費の枠は一一
α.x:すl

× S -ZlL(1-mz)t 
t =0 

よって新契約保険金K対しては

E耳 九一 d 叫ー

XSLL(1-ω) &/SL =一一- L (1 -W;X.) 
t

……(答)
t=O αx:司

t=Oα品白.司

(2) 1件の保険金額が毎年 rの比率で増加するときの総保険金額を考える。 n年前の新契約

は満期Kなるから 0である。

n-1年前の新契約は件数がL( 1ー ω'x)
ト l

K減るから S(1+r)L(1ー ω'x)
ト 1

1年前の新契約は件数がL (1一山x)K減るから S ( 1 + r / -
l
L ( 1 -ω.x) 

当年度の新契約は金額 S(1 + r )乱' 件数がL件だから S( 1十 r)
九

L

総保険金額は ト l

SLA(1一丸 )t(1+r)…=山十 r)九五(1一Wx
)t( 1十r)
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d 九ー 1

新契約費の枠は γ ー X SL (1十 r)n L (1一叫 )t(1+rf
t 

αx:脊 t=:Q

新契約の保険金額は SL (1 + r)n だから求める率は
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d 主(1一九/(1+r)-t ・…・… (答)
t=:Q αx:九

6. 責任準備金の再帰公式は

( t-1 V十 pz:初) (1 + ~ ) -g-x+ t -1 P x+ t -1・tV

すなわち し-lV十 Ps:司)( 1 + ~ ) g-x+ t-1十 Px+t-t・tV ・H ・，.…(1)

利回り zt r Kよって保険金額の変化する養老保険の再帰公式は

(St-l't-l
V 十

PX :m )(1十 it)一九九+t-t=px村ー1・St・tV

， (St -1・t-tV 十 Px:τ1) (1 + i t ) = S t (g-x+ t -1 + P x+ t -¥ ' t V )… (2) 

(1)を(2)vc代入して
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